
１ 経緯

○ 令和３年度

・ 教育基本構想策定（令和３年５月）
松山高校、鹿島台商業高校、南郷高校を再編し、職業教育拠点校
を新設

・ 準備委員会、校務分掌等検討部会、教育内容等検討部会
（～令和５年度）
・ 大規模事業評価

○ 令和４年度
・ 基本設計

○ 令和５年度
・ 実施設計

○ 令和６年度
・ 開設準備委員会、校務分掌等検討部会、教育内容等検討部会
において、継続検討中

「食」をテーマとした様々な職業専門的な学びを展開

２ 基本理念

３ 目指す学校像

○ 食をテーマとする専門教育を展開し、社会的・職業的自立に必要な能力
を持った生徒を育成する。
○ 各専門分野の特色ある取組をとおして、生徒の多様な個性や能力の伸
長を図る。
○ 各専門分野の連携・協働をとおして、課題設定能力及び課題解決能力
を育成する。
○ 地域の教育資源を活用し、地域ブランドの創出や魅力化に取り組み、地
域の活性化に貢献する。

４ 育成する生徒像

○ 専門性を活かし、各分野でよりよい社会の創造に貢献することができる生徒
○ 多様性を受容し、様々な人と協働して新たな価値を創造することができる
生徒
○ 自ら考え行動し、課題の解決に向けて意欲的に取り組むことができる生徒
○ 地域との連携をとおして、郷土に対する誇りをもち、地域の発展に貢献する
ことができる生徒

５ 教育内容 現在検討中

学びの内容

高校生カフェ

○農業に関する学び
・ 醸造を中心とした食品加工
・ 農業経営のノウハウ
・ 地域の野菜や季節の草花の栽培

○家庭に関する学び
・ 食育の推進
・ 調理に関するノウハウ(伝統料理等)
・ 保育、服飾デザイン・製作

○ 商業に関する学び
・ 起業家精神や経営ノウハウ
・ 地域の食材を生かした新たなブラ
ンド創出
・ インターネットを活用した商品の流
通や販売

○ 運営は生徒が行い、各専門性を生かしながら、企画運営、調理、接客、
経理等にあたる。
○ 定期的に外部に対して食の提供を行う。
○ 地域の食材や他の高校の生産品を活用しながら魅力ある食の開発・提
供を行う。
○ 他の高校や地域と連携し、交流の場として活用することも検討する。

○ 生徒の多様な興味・関心や進路
希望に対応する学びを提供

□ 「地域について探究する学科」 として募集
□ 統合対象校の学びを継承

○ 食をテーマとする各分野について、基本的な知識・技能の定着が図られ
るとともに系統的な学びを展開する。
○ 生徒の主体性や協働性を育成できる学びを実践する。
○ 専門分野間及び地域と密接に連携し、地域の資源を利活用しながら
地域ブランドの創出や魅力化に取り組み、地域への貢献を目指す。
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６ 新校舎
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＜新校舎のイメージ＞

実習畑

○設置場所 鹿島台商業高校敷地内
○令和９年４月開校
○校舎の特徴
① 実習室を１、２階に集約し、各種活動を見える化
② 地域交流の場となるカフェ棟
③ ZEB Oriented（ゼブオリエンテッド）脱炭素化推進

※ ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビルの略）
快適な室内環境を実現しながら、建築で消費する年間の
一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物

南郷高校

松山高校

鹿島台商業高校

【簡易地図】

鳴瀬川

鹿島台商業高校敷地内に新築

住所：大崎市鹿島台広長字杢師前44

○建設スケジュール

＜高校生カフェのイメージ＞

カフェ棟
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